
（様式１） 

平成２５年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書 

 （整理番号） 
  １２０ 

提案機関名 特定非営利活動法人 
 神奈川県自然保護協会  

  

 要望問題名   
  ニホンジカ保護管理事業における捕獲団体の活用について 
 要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等） 】 
標記事業により毎年多数の個体が捕獲されているが、有効活用されていない。 
これを林産物として有効活用できれば、地元被害農林業者の被害感情の軽減及び今後の保護管

理計画推進のインセンティブ向上に資すると考えられる。 
そこで、捕獲個体の食肉のみならず、皮革、角、骨などの工芸的活用について 
① 他見、諸外国の実例に基づく活用の可能性 
② 必要とされる技術開発の方向性と可能性 
③ 本県に適用する場合の問題点と解決の可能性 
を研究していただきたい。 

解決希望年限  ①１年以内    ②２～３年以内    ③４～５年以内    ④５～１０年以内 

対応を希望す 
る研究機関名  ①農業技術センター  ②畜産技術所 ③水産技術センター 

 ④自然環境保全センター 

  備 考 ②及び④の協議、共同による対応を希望します。 

   
※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 
 回答機関名 自然環境保全センター 担当部所 研究連携課 

  

 対応区分  ①実施 ②実施中 ③継続検討 ④実施済 ⑤調査指導対応 ⑥現地対応 ⑦実施不可 

 試験研究課題名  （①、②、④の場合） 
  
 対応の内容等 
ご要望の課題の重要性を当センターとしても認識していますが、食肉利用については現在、農政課

が事務局となって研究会が設置されています。県庁自然環境保全課や当センターの野生生物課とも

連携して、研究会の動向や他県の取り組み状況を把握するように努めていきます。 
  
  

 解決予定年限  ①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内 
 備 考 

 


